
第 11 号              高原水車友の会通信          平成 30 年 11 月 15 日 

 

1 

高原水車友の会 

高松市六条町 

高原水車場 

髙
原
水
車
友
の
会
通
信
（
第
１
１
号
） 

次
の
舞
台
に
向
け
て 

古
い
水
車
を
大
切
に
守
り
、
保
存
し
て
、
５
年
目

に
入
り
ま
す
。
２
０
０
名
以
上
の
友
の
会
メ
ン
バ
ー

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
駆
け
付
け
て
、
水
車
の
操
作
、

道
具
の
修
理
・
場
所
の
設
営
・
川
の
浚
渫
・
食
事
作

り
な
ど
に
身
体
を
動
か
す
実
動
メ
ン
バ
ー
に
支
え

ら
れ
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
月
末
の
公
開
日
や
イ
ベ
ン
ト
に

は
水
車
が
水
音
を
立
て
て
無
事
に
回
っ
て
い
ま
す
。 

連
動
す
る
歯
車
や
石
臼
が
動
き
、
粉
が
碾
け
る
日

を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
暑
い
夏
、
強
い
台
風
の
雨
風
を
過
ご
し
て
、

秋
に
は
、
高
松
市
歴
史
民
俗
協
会
主
催
の
「
水
車
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

や
讃
岐
の
水
車
に
込
め
ら
れ
た
個
性
的
な
技
術
に

つ
い
て
も
皆
さ
ん
の
前
で
紹
介
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
宝
と
思
わ
れ
る
よ
う
、
成
長

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
企
画
委
員
会
） 

 

 
 

   

 

◇
第
５
回
総
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
（
報
告
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
本
通
信
２
～

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

                  

■
高
原
水
車
第
５
回
総
会
報
告 

 
 
 

…
…
…
ｐ
１
～
５ 

■
香
川
県
情
報
誌
「
新
・
さ
ぬ
き
野
」
掲
載 

 

…
ｐ
６ 

■
台
風
襲
来 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

…
…
…
ｐ
６
・
７ 

■
屋
根
瓦
修
理
・
れ
き
み
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
…
ｐ
７ 

■
ま
ち
づ
く
り
賞
受
賞
・
月
見
の
宴 

 
 

 

…
…
ｐ
８ 

■
金
山
寺
車
井
上
様
の
お
話
・
内
子
水
車
祭 

ｐ
９･

１
０ 

■
今
後
の
予
定 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

…
ｐ
１
１ 

■
四
国
新
聞
記
事 

樹
木
管
理 

 
 
 

 
 

…
ｐ
１
２ 

★
水
車
前
ゴ
ミ
よ
け
再
生
２
０
１
８
年
３
月 

              

＊
塩
江
町
「
安
原
文
化
の
郷
歴
史
保
存
会
」
藤
澤
保
氏

の
ご
協
力
で
、
山
か
ら
「
モ
ロ
ダ
」
（
ね
ず
み
さ
し
の

枝
）
を
手
に
入
れ
、
ゴ
ミ
よ
け
装
置
を
新
調
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
庭
の
松
の
木
も
剪
定
。 

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

高原水車友の会 第５回総会（報告） 

日時 20１８年５月１２日（土） 午後１時～４時  

会場 農協林支店二階広間会議室 

議題 活動報告 （活動日誌） 友の会会員から 

会計報告 監査報告  

今後の活動計画（水車の維持と活用について） 

特別報告「髙原水車解体復元工程について」 

野瀬秀拓氏（水車大工棟梁・福岡県久留米市） 

     ♪♪♪―閉会後水車場にて見学と親睦会―♪♪♪ 
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高
原
水
車
友
の
会
第
５
回
総
会
報
告 

 

 
 

 
 

【
２
０
１
７
年
度
活
動
報
告
】 

ま
と
め
（
今
年
度
の
特
徴
） 

■
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
古
い
水
車
の
解
体
と
新

し
い
水
車
の
据
え
付
け
を
完
了
さ
せ
た
。 

詳
細
は
前
水
車
通
信
第
１
０
号
に
掲
載 

■
水
車
が
回
り
出
し
た
！ 
 
 

■
多
く
の
見
学
者
を
迎
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
か
れ
、
水
車
場
が
賑
や
か
に
。 

■
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
る
。 

■
周
辺
整
備
の
進
展
（
水
路
浚
渫
・
樹
木
剪
定
な
ど
） 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

＊
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
地
域
の
文
化
を
守
る
力
」

展
示
に
出
品
参
加
（
６
月
２
日
） 

＊
徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座
「
身
近
な
歴
史
遺
産
の

保
存
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」
で
発
表

（
川
崎
氏 

１
０
月
７
日
） 

＊
高
松
高
校
郷
土
誌
ク
ラ
ブ
同
窓
会
に
て
、
高
原
水

車
に
つ
い
て
報
告
（
川
崎
氏 

１
１
月
１
１
日
） 

＊
友
の
会
一
行
、
久
留
米
地
方
の
水
車
見
学
旅
行
へ
。

野
瀬
巧
房
訪
問
（
１
１
月
１
５
／
１
６
日
） 

メ
デ
ィ
ア
に
公
開 

＊
「
高
松
訪
ね
歩
き
」Takamatsu 

Movie

（
８
月

１
日
） 

＊
Ｋ
Ｓ
Ｂ
瀬
戸
内
海
放
送
に
て
「
高
原
水
車
」
テ
レ

ビ
放
映
（
１
２
月
１
２
日
） 

＊
高
松
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材
（
１
月
１
８
日
） 

＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
に
て
「
高
原
水
車
」
テ
レ
ビ
放
映
（
ゆ

う
６
か
が
わ
）（
２
月
２
６
日
） 

＊
Ｋ
Ｓ
Ｂ
瀬
戸
内
海
放
送
に
て
「
高
原
水
車
」
テ
レ

ビ
放
映
（
３
月
２
０
日
） 

２
０
１
７
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 

収
入 

336,156

円
（
会
費
・
寄
付
金
等
よ
り
） 

 

支
出 

311,816
円
（
通
信
・
会
議
費
・
活
動
費
） 

繰
越  

24,
340

円 
（
詳
細
は
総
会
報
告
書
参
照
） 

□
２
０
１
７
年
度
予
算
額 

収
入 

229,156

円 
 

支
出 

229,156

円 

□
特
別
会
計
決
算 

 
 

福
武
財
団
瀬
戸
内
海
文
化
研
究
活
動
助
成
金 

 
 
 
 
 

支
出402,019

円
（4

0

万
円
助
成
） 

 
 
 
 
 
 

講
師
謝
礼
・
印
刷
通
信
費
・
会
議
費
な
ど 

  

高
松
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材
（
２
０
１
８
年
１
月
１
８
日
） 

 
 
 

       

        

左上：野瀬大工が講演 右上：受付   

左下：総会後の親睦会 右下：会場 

活
動
い
ろ
い
ろ 

旧古川の雑木林で枝

を伐採。高所作業に

ハラハラ・・・ 

うれしい訪問者 

琴平金山寺車の井上様から

貴重なお話し 
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特別報告 
◇高原水車の解体復元工程について 

      （要旨） 

野瀬秀拓氏 水車大工棟梁（久留米市在住） 

 

は
じ
め
に 

水
車
大
工
が
在
来
木
製
水
車
を

造
る
場
合
、
製
材
に
始
ま
り
、
墨

付
け
そ
し
て
加
工
ま
で
、
種
々
の

方
法
が
あ
る
。
現
在
は
電
動
工
具

を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
ス

ラ
イ
ド
は
讃
岐
の
水
車
技
術
に

着
目
し
、
そ
の
道
具
類
（
手
道
具
）

や
型
板
を
使
い
、
高
原
水
車
で
使

用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
技
術
や
技

法
を
基
に
解
体
・
復
元
し
讃
岐
の

水
車
技
術
を
解
明
し
、
後
世
に
動

態
保 

存
を
し
て
残
す
術
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。 

水
車
大
工
か
ら
見
た
地
域
に
残
る
技
術
と
構
造 

水
車
大
工
は
水
車
や
製
粉
装
置
等
を
製
作
す
る
場 

合
、
原
寸
図
と
同
時
に
作
ら
れ
た
、
型
板
と
呼
ば
れ 

る
原
寸
大
の
図
面
や1/

1
0

で
画
か
れ
た
図
版
を
用 

い
て
来
た
。 

こ
れ
ら
の
型
板
や
図
版
に
は
す
べ
て
の
情
報
が
書 

き
込
ま
れ
て
い
る
。
図
版
や
型
板
を
も
と
に
材
料
に 

墨
を
付
け
て
工
法
に
従
い
鋸
・
鑿
・
鉋
・
チ
ョ
ウ
ナ 

等
で
刻
み
と
呼
ば
れ
る
加
工
を
し
て
い
く
。 

基
本
的
に
寺
社
大
工
に
は
「
神
社
・
仏
閣
」
の
様
式 

美
が
求
め
ら
れ
、
家
屋
大
工
に
は
社
会
的
・
実
用
的 

な
建
築
が
求
め
ら
れ
る
。
水
車
大
工
に
は
機
械
的
な 

構
造
と
水
利
を
理
解
す
る
実
用
的
な
企
画
や
駆
動 

に
と
も
な
う
耐
久
性
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

（
実
際
に
行
わ
れ
た
高
原
水
車
の
解
体
と
組
立
の 

動
画
に
そ
っ
て
詳
し
い
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
） 

 

水
車
大
工
と
は 

水
車
大
工
は
江
戸
末
期
に
生
ま
れ
、
船
大
工
や
車
大
工

を
も
と
に
し
て
生
ま
れ
た
水
車
専
門
の
職
業
と
思
わ

れ
、
単
に
水
車
本
体
の
み
を
作
る
も
の
で
は
な
い
。
伝

統
技
術
や
工
法
を
受
け
継
ぎ
、
伝
導
装
置
や
作
業
機

械
・
水
路
や
配
置
な
ど
を
設
計
製
作
し
技
術
伝
承
の
た

め
後
継
者
の
育
成
も
行
う
水
車
職
人
の
こ
と
。 

（
野
瀬
氏
は
福
岡
県
八
女
郡
広
川
町
の
水
車
大
工
・
現

代
の
名
工 

故
中
村
忠
幸
氏
に
師
事
し
た
） 

 
輪
板
の
円
弧
画
き
と
ホ
ゾ
治
具
に
つ
い
て 

ぶ
ん
ま
わ
し
（
コ
ン
パ
ス
）
で
水
車
の
中
心
か
ら
円
弧

を
描
く
。
輪
板
の
幅
や
胴
挿
し
の
穴
・
締
木
等
の
半
径

な
ど
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
輪
板
に
墨
付
け
を
し
て

か
ら
丸
く
切
る
。 

既
存
水
車
の
正
確
な
直
径
を
求
め
る 

現
存
水
車
の
直
径
を
外
周
か
ら
測
定
す
る
。 

5
.8

9
2

尺×

８
＝4

7
.1

3
6

尺 

4
7

.1
3

6

尺/ π

＝1
5

尺
（4

5
4
5

㎜
） 

現
存
す
る
高
原
水
車
直
径1

5

尺
（4

5
4

5
㎜
） 

先
代
水
車
・1

5

尺5

寸
（4

6
9

6

㎜
記
述
の
み
） 

（
先
代
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
） 

「1

ユ
ニ
ッ
ト
間5

枚
の
水
受
、
全
円
周8

ユ
ニ
ッ
ト

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
水
受
け
総
数4

0

枚
」 

輪
板 

6

尺5

寸 

大
か
ら
み1

0

尺 

尺
貫
法
で
き

っ
ち
り
取
ら
れ
て
い
る
。 

讃
岐
の
水
車
・
高
原
水
車
の
構
造
と
名
称 

動
力
水
車
（
胸
掛
式
）
の
構
造
と
各
部
の
名
称
（
図
略
） 

 

送
水
路
の
角
度
と
受
け
板
の
関
係
（
写
真
略
） 

水
車
大
工
が
使
用
す
る
工
法
の
特
徴 

高
原
水
車
の
木
製
機
械
装
置
に
は
肥
松
及
び
摩
耗
の

少
な
い
樫
や
欅
が
多
く
つ
か
わ
れ
る
。
材
料
が
硬
け
れ

ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
適
切
な
作
り
方
、
適

切
な
材
料
の
選
択
や
工
法
や
方
法
を
選
択
す
る
。 

底
樋
の
残
骸
と
胴
木
に
彫
ら
れ
た
ク
モ
手
の
ホ
ゾ
穴 

偶
々
底
樋
部
分
が
残
っ
て
い
た
の
で
復
元
が
し
や
す

か
っ
た
。
残
し
て
お
い
て
く
れ
た
高
原
氏
に
感
謝
。 

 

水
力
の
伝
達
と
木
製

水
車
の
強
度
を
高
め
る

工
夫 

大
か
ら
め
、
根
が
ら
み

の
締
め
具
合
、
シ
ャ
チ

で
締
め
付
け
て
水
車
の

構
造
が
強
く
な
る
よ
う

に
、
水
車
を
回
し
て
負

荷
が
か
か
っ
た
と
き
に

心
棒
が
緩
ま
な
い
よ
う

に
す
ご
い
工
夫
が
し
て
あ
る
。 
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水
車
部
材
等
現
在
の
傷
み
状
況 

水
車
の
水
輪
の
半
分
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
傷
ん
で
い
た
。
解

体
す
る
時
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
無
事
解
体
で
き
た
。 

輪
板
の
製
材 

曲
が
っ
た
木
を
使
う
と
、
芯
が
真
ん
中
を
通
り
、
強
い

水
車
が
出
来
る
。 

 

受
け
板
と
ク
モ
手
の
製

材
と
乾
燥 

半
分
か
４
０
㌫
水
分
が
残

る
状
態
に
な
る
よ
う
半
年

間
乾
燥
す
る
。
ク
モ
デ
は
、

若
干
ま
だ
肥
え
て
な
い
木

を
使
う
。
ク
モ
手
が
暴
れ

る
と
水
車
が
狂
っ
て
し
ま

う
の
で
、
若
干
お
と
な
し

い
木
を
使
う
。
受
け
板
は
肥
松
を
使
う
。
適
材
適
所
。

構
造
上
、
讃
岐
の
水
車
は
ク
モ
手
が
破
損
し
て
も
あ
と

か
ら
一
本
一
本
取
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
く
も
手
が
お
お
が
ら
め
の
外
側
に
あ
る
。

普
通
は
内
側
に
。
こ
れ
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

野
瀬
巧
房
の
様
子 

下
に
敷
い
た
ベ
ニ
ヤ
板
に
は
原
寸
図
を
描
い
て
い
る
。

原
寸
図
の
上
で
ク
モ
手
や
根
が
ら
み
を
作
る
。 

心
棒
の
部
分
も
乾
燥
の
具
合
で
時
間
が
経
つ
と
変
わ

っ
て
く
る
。
変
わ
る
と
ク
モ
手
の
長
さ
も
変
わ
る
。
そ

の
辺
を
元
の
大
工
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。 

 
 

胴
木
の
返
し
取
り
（
中
心
合
わ
せ
） 

心
棒
を
回
し
な
が
ら
、
同
じ
長
さ
に
な
る
よ
う
に
削
る
。

（
乾
燥
の
具
合
に
よ
り
変
化
） 

 

 

シ
ャ
フ
ト
と
軸
受
け
の
加
工 

心
棒
に
入
る
シ
ャ
フ
ト
を
新
し
く
し
た
。
軸
受
け
も
削

り
直
し
た
。
昔
は
職
人
が
、
勘
で
や
っ
て
い
た
。
こ
れ

だ
け
長
い
シ
ャ
フ
ト
に
な
る
と
熱
で
伸
び
た
り
す
る

が
、
今
は
デ
ジ
タ
ル
で
わ
か
る
の
で
職
人
さ
ん
が
工
夫

し
て
芯
円
を
削
っ
て
い
る
。 

 

心
棒
の
設
置 

重
い
シ
ャ
フ
ト
を
友
の
会
の
人
が
協
力
し
て
納
め
て

く
れ
た
。
吉
田
大
工
さ
ん
は
二
人
で
や
っ
て
い
た
と
言

う
が
…
。 

 

振
り
回
し
と
底
樋
の
設
置 

円
槽
と
底
樋
の
間
隔
は
指
１
本
、
１
５
㎜
く
ら
い
で
す
。 

部
材
の
重
量
測
定 

各
部
材
の
重
さ
を
測
り
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
の
平
均
重
量
を

合
わ
せ
る
。 

 

 

振
り
分
け
ら
れ
、
番
付
け
し
た
受
け
板
（
写
真
略
）
） 

 

水
輪
の
組
立
・
受
け
板
の
組
み
立
て 

木
を
殺
し
て
打
ち
込
む
作
業
を
友
の
会
と
地
元
職
人

さ
ん
が
や
る
。
板
の
厚
さ
よ
り
溝
を
少
し
狭
く
作
っ
て

あ
る
。
水
が
か
か
る
と
木
が
膨
張
し
て
水
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
。 

 

輪
板
の
組
み
立
て
（
動
画
略
） 

 

栓
の
打
ち
込
み 

栓
を
固
く
作
っ
て
あ
る
の
で
、
輪
板
全
体
を
道
具
で
強

く
締
め
な
が
ら
栓
を
打
ち
込
む
。 

 

根
が
ら
み
取
り
付
け 

解
体
し
た
と
き
に
寸
法

を
計
り
確
認
し
て
、
収

縮
率
の
違
い
を
考
え
て
、

ピ
ッ
タ
リ
合
う
よ
う
に

し
た
。 

大
か
ら
み
・
ク
モ
手

の
取
り
付
け 

重
量
の
バ
ラ
ン
ス
に
気

を
使
い
な
が
ら
取
り
付

け
る
。 

シ
ャ
チ
を
打
ち
込
む
と
水
車
の
半
径
が
若
干
縮
む
。
そ

れ
で
よ
り
中
心
向
き
の
力
が
働
く
。
讃
岐
の
水
車
の
一

番
の
特
徴
で
あ
る
。 

 

輪
板
の
取
り
付
け 

最
初
か
ら
組
み
立
て
の
順
番
を
決
め
て
お
か
な
い
と

い
け
な
い
。
解
体
し
た
と
き
に
学
ん
だ
順
番
が
あ
り
、

そ
の
逆
に
組
み
立
て
る
。
昔
か
ら
の
作
り
方
で
造
っ
た

水
車
な
の
で
ボ
ル
ト
締
め
の
水
車
と
は
違
う
。 

回
り
始
め
た
水
車 

水
の
早
さ
と
同
じ
早
さ
で
回
っ
て
い
る
様
子
。 

重
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
計
ら
な
い
と
「
片
回
り
」
と
い
っ

て
早
く
回
っ
た
り
遅
く
回
っ
た
り
す
る
の
で
気
を
使

う
。 
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最
後
に 

今
回
は
木
製
歯
車
や
挽
き
臼
・
搗
き
臼
や
ふ
る
い
機
等

の
製
作
道
具
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
ら
の
製
作
に
も
専
用
の
型
板
を
使
用
す
る
。 

昔
の
技
術
は
素
晴
ら
し
い
。
昔

の
人
は
ア
ナ
ロ
グ
の
中
で
自

然
と
共
存
し
て
生
き
て
い
た
。 

友
の
会
の
活
躍
に
支
え
ら
れ

て
、
水
車
を
作
っ
て
良
か
っ
た

と
思
う
。
先
代
の
吉
田
大
工
さ

ん
は
数
多
く
作
ら
れ
た
大
工

さ
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
る
。 

 

（
野
瀬
） 

 

（
平
田
記
） 

 

【
２
０
１
８
年
度
活
動
計
画
】 

 
 

今
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は 

“
讃
岐
六
条
水
車
よ
、
永
遠
に
！
” 

課
題 

・
引
き
続
き
歯
車
・
石
臼
な
ど
専
門
家
の
水
車
復
元
作

業
と
調
査
活
動
を
補
助
す
る
。 

・
撤
去
さ
れ
た
旧
水
車
の
展
示
を
考
え
る
＝
水
車
場
全

体
の
展
示
計
画
を
。
模
型 

映
像 

・
見
学
者
を
迎
え
る
（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
）
―
公
開
日

回
数
検
討
（
水
車
守
の
必
要
） 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
水
車
で
コ
ン
サ
ー
ト
・
紙
芝

居
・
影
絵
・
木
工
細
工
・
写
生
会
な
ど 

・
友
の
会
青
年
部
（
仮
）
結
成
と
活
動
計
画
（
年
１
回

か
ら
） 

・
少
額
で
も
収
益
の
道
を
さ
が
す
。
（
法
人
化
の
可
能

性
も
） 

・
寄
付
を
募
る
（
募
金
箱
他
） 

・
小
物
グ
ッ
ズ
作
り
販
売 

・
建
物
修
復
方
針
検
討
（
建

築
士
に
依
頼
） 

・「
水
車
講
座
」「
座
談
会
」
開
催
（
テ
ー
マ
「
讃
岐
の

水
車
」「
水
車
の
家
に
育
っ
て
」
な
ど
） 

・
「
水
車
通
信
」
の
発
行
（
８
月
・
３
月
予
定
） 

・
蕎
麦
作
り 

餅
麦
作
り 

 

・
冊
子
「
高
原
水
車
―
讃
岐
の
水
車
を
た
ず
ね
て
」（
仮
） 

・
本
の
出
版
「
水
車
復
活story

」 

・
「
報
告
書
」
作
成
（
道
具
機
械
の
調
査
が
必
要
） 

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
改
訂
版
） 

案
（
讃
岐
の
水
車
概
要
・
高
原
水
車
の
歴
史
・
水
車 

を
取
り
ま
く
景
観
・
水
車
と
関
連
用
具
実
測
図
面
と 

写
真
及
び
解
説
・
古
文
書
史
料
解
読
・
思
い
出
・
水 

車
復
活
の
記
録
・
高
原
水
車
の
現
代
に
お
け
る
価

値
・
文
化
的
価
値
の
創
出
と
水
車
場
の
将
来
イ
メ
ー

ジ
） 

・
昔
の
水
車
利
用
者
調
査 
聞
き
と
り 

 

・
水
車
場
周
辺
の
景
観
を
守
り
、
地
域
の
文
化
活
動
に

貢
献
で
き
る
エ
リ
ア
を
作
る
た
め
、
保
存
計
画
を
練

る
。 

  

20
18

年
度
予
算
書 

収
入 

249,340

円 

（
会
費170,000

円
・
寄
付
金50,000

円
他
） 

支
出 

249,340

円 

（
通
信
費50,000

円
・
会
議
費50,000

円
・ 

活
動
費140,000

円
＊
・
予
備
費9,340

円
） 

＊
「
活
動
費
」
内
訳 

イ
ベ
ン
ト
開
催
費 

 
 30,000

円 

研
修
視
察
費 

 
  

 
10,000

円 

会
報
発
行
費 

 
 
 

 50,000

円 

水
車
場
備
品
費 

  
 
30,000

円 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
費10,500

円 

そ
の
他
活
動
費 

 
 
 

9,500

円 

 

            

 

総会前日、野瀬大工さん親子とくつろぐひと時 

2018.5．11 
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「
新
・
さ
ぬ
き
野
」（
香
川
県
広
報
誌
）
に
掲
載 

〈
心
の
日
本
一
が
ま
た
一
つ 

う
ど
ん
文
化
を 

支
え
た
水
車
が
復
活
〉
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

   

台
風
襲
来 

２
０
１
８
年
７
月
６
日 

 
 
 
 
 
 

撮
影
：
佐
藤
勇
氏 

 

 

 

 

   

   

          

 
 
 
 
 

  

 

       

  

ライターの方の熱心な取材と池森先生の校閲により、私たちの活動とその心が紹介された。 

古川東側土手から西土手を見る。
土手下右方、わずかにフラップの
上部が見える。 

旧古川は満水。出口フラップの機
能は不明。逆流か？ 

旧古川墓地周辺は少し冠水 
水車排水溝は旧古川
満水で逆流の心配 

７月７日朝 水車下の水路 ７月７日朝 水車下部が浸水 水車場東入口の雨漏り 
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昨
２
０
１
７
年
９
月
１
８
日
台
風
の
模
様 

 

屋
根
瓦
の
修
理
に
向
け
て  

経
年
劣
化
に
よ
る
瓦

の
破
損
を
修
理
し
雨
漏

り
を
防
ぐ
作
業
に
取
り

か
か
り
ま
す
。 

工
事
期
間
は
、
２
０
１

８
年
１
１
月
～
１
２
月

で
す
。
そ
の
旨
文
化
庁

に
届
出
て
い
ま
す
。 

 

   

れ
き
み
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加 

 
 

 
 

テ
ー
マ
「
讃
岐
の
水
車
」 

      

９
月
１
５
日
（
土
）
午
後
、
高
松
市
中
央
図
書
館
（
サ

ン
ク
リ
ス
タ
ル
高
松
）
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
て
、
水
車

に
つ
い
て
発
表
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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ま
ち
づ
く
り
賞
を
受
賞 

公
益
社
団
法
人
「
日
本
建
築
士
会
連
合
会
」
よ
り 

思
い
が
け
ず
「
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
（
全
８
団
体
）

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
１
０
月
２
５
日
埼
玉
県
大
宮

市
で
行
わ
れ
た
選
考
会
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
。 

水
車
復
活
を
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
付
け
て
い
く
の

は
今
後
の
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。 

 

月
見
の
宴 

お
こ
な
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
三
日 

水
車
場
に
て 

                        

    

         

     

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                           

 

                                  

 

 

 

オカリナ演奏 
水車の水音とともに、
詩吟やお琴の調べに
耳をすます。 
日本舞踊の披露もあ
り、水車場が変身！ 
 

 

 

 

 

御抹茶接待 

中庭に照明を準備 

讃岐民謡保存会のみなさん 

裏方は大いそがし 

詩吟 

熱唱 
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た
く
さ
ん
の
見
学
者
を
迎
え
て
に
ぎ
や
か 

 

 
★
多
肥
地
区
見
学
会 

７
月
９
日 

 

 
 

         

★
高
松
市
親
子
文
化
財
教
室 

７
月
２
８
日
（
土
）

 
 

 

          

★
林
地
区
保
健
委
員
会 

８
月
２
５
日 

 

 

          

 

金山寺車 井上さま(90 歳） 

☆高原水車を見て、昔を思い

出しながら貴重なお話しを

して下さった。井上さんの水

車は琴平の金山寺車（きんざ

んじぐるま）、水輪の大きさ

は丈八と言って直径は 1丈 8

尺、約5.5メートルの大きさ。

受け継いだ水車を昭和 22 年

に新造した。水車大工と弟子

が泊まり込みで作り、近くの

職人町の野鍛冶と槍屋が心

棒や数珠繰り（木製コンベ

ヤ）に打ち込む矢を作った。

常に石臼の目立てなどメン

テナンスが必要だった。 

小麦は加水して一日置き、木

製樋でタンクに入れて 10 俵

位を 24 時間体制で碾いた。

夜寝てる間に仕事をしてく

れるのが最大のメリットだ。 

胴掛け（胸掛け）水車は効率

が悪いが、7 馬力くらいだっ

たか。粉の出荷は、金比羅山

の煎餅（船々せんべい）や日

露戦争の後は呉にいた捕虜

の食べるパンの材料にも使

ったということである。3/11  

 
干し柿作り 10/27 

猛暑のなか、「水車
の仕組みを学ぼう」 
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内
子
の
水
車
祭
り
に
参
加 

バ
ス
ツ
ア
ー 

 

 

            

         

          

       

２
０
１
８
年
夏
秋 

活
動
報
告
（
概
略
） 

５
／
１
２
高
原
水
車
友
の
会
第
５
回
総
会 

６
／
１
０
川
添
地
区
史
跡
め
ぐ
り72

名
水
車
見
学 

７
／
６
台
風
襲
来 

水
車
浸
水 

７
／
９
「
多
肥
ウ
オ
ー
ク
の
会
」45

名
水
車
見
学 

７
／
２
８
高
松
市
親
子
文
化
財
教
室60

名
参
加 

８
／
２
５
林
地
区
保
健
委
員
会
役
員
・
香
川
県
技
術

士
会
水
車
見
学 

９
／
７
蕎
麦
蒔
き
・
水
車
展
示
部
屋
掃
除 

９
／
１
０
池
森
寛
名
誉
教
授
が
、
日
本
機
械
学
会

20
18

年
次
総
会
に
て
「
高
原
水
車
場
の
水
車
と

機
械
装
置
の
特
徴
的
構
造
に
つ
い
て
」
発
表 

９
／
１
５
「
れ
き
み
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
讃
岐
の
水

車
」
で
、
田
井
氏
・
川
崎
・
平
田
が
発
表 

９
／
２
９
林
地
区
保
健
委
員
会
・
高
退
協
が
見
学 

１
０
／
１ 

未
明 

台
風
２
４
号
の
た
め
、
旧
古
川
岸

樹
木
１
本
倒
木 

高
松
市
土
地
改
良
課
対
応 

１
０
／
２
３
水
車
場
で
「
月
見
の
宴
」
開
催 

１
０
／
２
５
日
本
建
築
士
会
連
合
会
で
発
表
、
水
車

友
の
会
が
「
ま
ち
づ
く
り
賞
」
受
賞 

１
０
／
２
７
日
本
建
築
家
協
会
香
川
地
域
会
・
下
笠

居
郷
土
史
同
好
会
が
水
車
見
学 

１
１
／
３
友
の
会
一
行
、
愛
媛
県
内
子
石
畳
地
区 

水
車
祭
り
に
参
加
バ
ス
ツ
ア
ー 

☆
定
例
公
開
日
は
毎
月
月
末
土
曜
日
（
除
１
２
月
） 

  

１１月３日（土）素晴らしい天気に

恵まれ、愛媛県内子町石畳地区へ。 

村並み保存運動（石畳を思う会）は

３０年間活動を続けている。 

地区には水車が３基ある。上：水車とシャフト 

下左：屋根付き橋  下右：清流で魚釣り 

友の会一行１５名は、山の中の

広場で、美味しいお蕎麦、餅、

鮎の塩焼き、栗ぜんざい、焼き

栗などを食べ歩き、精米水車も

じっくり見学。満足の面々。 

帰途、内子地区町並み見学も。 

高校生の力強い太鼓の演奏。

小学生も発表会。 

サックス奏者で水車音楽

を演奏している岡淳氏に

再会。 

今年も蕎麦の
収穫・麦蒔きを
します 
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今
後
の
予
定 

 
【
屋
根
瓦
の
修
理
が
進
む
】 

雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
、
１
１
月

１
３
日
か
ら
屋
根
瓦
葺
き
替
え

工
事
が
始
ま
り
、
１
２
月
中
旬

ま
で
続
き
ま
す
。 

  

株
式
会
社
創
芸
と
請
川
窯
業 

さ
ん
が
引
き
受
け
て
く
れ
ま 

し
た
。 

 
 

 
 

                         

                           

【林小学校生徒さんが今年も水車見学】 

     １２月１９日（水）午前中（９時より） 

    ３年生５クラスの地域学習。 

 

＊当日の案内・説明など、ご都合が 

つく方のご参加をお待ちしています。 

 

予定 【愛媛県内子町石畳地区自治会の 

みなさんが六条水車見学に来られます】 

  

２０１９年２月２３日（土） 

３０人～４０人 

＊３０年近く水車を中心にまちづくりに

とり組んできた石畳地区の方達との交流

の機会となります。 

 

来春 

公益財団法人「竹中大工道具館」で展示会   ３月３０日～５月１２日 

テーマ「水車」（仮）    水車大工の仕事と道具を中心に展示が開催されます。 

久留米の野瀬秀拓大工の仕事と高原水車の解体組み立ての映像なども展示される予定です。 

竹中大工道具館は新幹線新神戸駅近くにあります。（神戸市中央区熊内町 7-5-1） 

 

常設展示（７つのコーナー） 

・歴史の旅へ ・棟梁に学ぶ ・道具と手仕事 ・世界を巡る・和の伝統美 ・名工の輝き 

・木を生かす 

 



第 11 号             髙原水車友の会通信          平成 30 年 11 月 15 日 

 

12 

 
旧
古
川
の
藪
と
樹
木
の
保
存
管
理
に
つ
い
て
！ 

 

１
０
月
１
日
未
明
の
台
風
で
川
岸
の
樹
木
が
１

本
倒
れ
、
お
墓
を
直
撃
し
ま
し
た
。
管
理
者
で
あ

る
高
松
市
土
地
改
良
課
に
連
絡
、
そ
の
後
倒
木
は

処
理
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
高
く
伸
び
た
樹
木
の

枝
を
切
り
詰
め
る
た
め
現
在
墓
地
総
代
さ
ん
と

と
も
に
高
松
市
担
当
課
と
相
談
中
で
す
。
段
丘
下

の
傾
斜
地
形
に
と
っ
て
、
自
然
堤
防
と
な
っ
て
い

る
雑
木
林
は
水
害
対
策
と
し
て
も
大
切
で
す
。
災

害
対
策
と
景
観
保
存
を
考
え
て
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

  
 

高
原
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